
吉野遮音システム 
ハイパーウォール Z-T について 

令和 3 年 12 月 20 日 

吉野石膏株式会社 

 

１．当壁工法と耐火・遮音認定の関係 
・添付する耐火構造および遮音構造の認定条件は、広い範囲で認めていただいております。 

一方、ハイパーウォール Z-T は、これらの認定の一部を用いて商品化した工法となります。当壁工法の施

工は、弊社が発行する最新の「標準施工指導書」を遵守願います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．当壁工法の注意点 

・当壁工法を共同住宅の住戸等の区画として用いる場合は、消防庁の定める施工管理体制に従う必要があり

ます。 

施工管理体制とは、弊社の技術研修を修了した監督者が、弊社の「標準施工指導書」および 

現場毎に作成した「施工計画書」に沿って施工するよう監督指導すること、施工の結果を記録 

保存しておくこと。 

乾式壁と躯体等の接合部は「タイガーロックフェルト」や「タイガーU タイト」などによる四周処理が 

必要となります。 

詳しくは弊社が発行する最新の「標準施工指導書」でご確認願います。 

・「標準施工指導書」の内容で認定書に係る事項について疑義が生じた場合は、弊社と協議した上で認定条件

の範囲に従って施工方法を検討してください。尚、「標準施工指導書」に明記されていない事項、認定書に

記載のない事項・納まり等は必ず、設計・建築主事・所轄消防等にご確認願います。 

 

 

以 上 
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認 定 書

国 住 指 第 3151号
令和 3年 2月 12日

吉野石膏株式会社

代表取締役 須藤 永作 様

国土交通大臣  赤羽

下記の構造方法等については、建築基準法第 68条の 25第 1項 (同法第 88条第 1項にお
いて準用する場合を含む。)の規定に基づき、同法第 2条第七号及び同法施行令第 107条第
二号 (間仕切壁 (非耐力壁):1時間)の規定に適合するものであることを認める。

記

1.認定番号

FP060NP-044a(1)

2.認定をした構造方法等の名称

両面 。両面ボー ド用原紙張せっこう板・強化せつこうボー ド張/軽量鉄骨下
地間仕切壁

3.認定をした構造方法等の内容

別添の通 り

(注意)こ の認定書は、大切に保存 しておいてください。



別 添

2

1.構造名

両面 。両面ボー ド用原紙張せつこう板・強化せつこうボー ド張/軽量鉄骨下地間仕切壁

寸法

壁高及び壁幅については、構造計算等により構造安全性が確かめられた寸法とする。

3.材料構成等

項   目 製 品 仕 様

①

下

地

材

用

面

材

上張り材 種類、規格等 :aからcのいずれかによる。

a。 両面ボー ド用原紙張せうこう板

規格 :不燃材料認定番号 ⅢIM-1908

形状 :平板

表面の形状 :平滑

端部の形状 :ス クエアー、テーパー又はベベル

厚さ(HHl):9。 5(± 0.5)～ 15(± 0。 5)

かさ比重 :1.0(± 0。 1)

b。 両面ボー ド用原紙張ガラス繊維混入せつこう板

規格 :不燃材料認定番号 いlM 9645

形状、表面の形状及び端部の形状は前記の aに 同じ。

厚 さ(Hlln):厚 さ(llull):9.5。 12.5。 15(± 0.5)

かさ比重 :1.3(± 0。 13)

c.両面ボー ド用原紙張繊維混入せつこう板

規格 :不燃材料認定番号 ⅢIM 9364

形状、表面の形状及び端部の形状は前記の aに同じ。

厚さ(■Hl):厚 さ(Il』 Il):9.5。 12.5(± 0.5)

かさ比重 :1.25(± 0。 125)

目地部 (一般部)の納まり :a又は bのいずれかによる。
a.突付け張り

b。 目透かし張り

目透かし幅 (llull):2～ 10

下張り材 強化せつこうボー ド

規格 :a又は bのいずれかによる。
a.不燃材料認定番号 いlM-8615

形状 :平板

表面の形状 :平滑
端部の形状 :ス クエアー、テーパー又はベベル

厚さ(lIIll):12.5。 15。 18・ 21・ 25(± 0。 5)

かさ比重 :0。 75以上
b.不燃材料認定番号 NM-1498、 NM-1498-1(両 面薬剤処理ボー ド用原紙張せっ

こう板)の うち、ボー ド用原紙を除いた部分のせっこうの含有率が 95%以上、
ガラス繊維の含有率が 0。 4%以上、ひる石の含有率が 2.5%以上のもの

形状、表面の形状、端部の形状、厚さ及びかさ比重は前記の aに同じ。
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項   目 製 品 仕 様

②

下

地

材

上部及び下部ラ

ンナー (以 下、上

下ランナー とい

う。 )

材料名及び規格 iaか らgのいずれかによる。
a。 溶融亜鉛めっき鋼板 (」 IS G 3302)

b.電気亜鉛めっき鋼板 (」 IS G 3313)

c.溶融アルミニウムめっき鋼板 (」 IS G 3314)

d.溶融亜鉛-5%アル ミニウム合金めっき鋼板 (」 IS G 3317)

e.溶融 55%アル ミニウムー亜鉛合金めっき鋼板 (」 IS G 3321)

f.溶融亜鉛―アル ミニタムーマグネシウム合金めっき鋼板 (」IS G 3323)
g。 一般構造用軽量形鋼 (」IS G 3350)

形状 。寸法 (IIIll)iaか らcのいずれかによる。
a.匠 -65(± 0。 5)～ 1,000× 30(± 1.0)～ 75、 厚さ 0。 4(± 0,04)以上

b.巳 -65(± 0.5)～ 1,000× 30(± 1.0)～ 74× 31(± 1.0)～ 75、 厚さ0,4(± 0.04)

以上

c.L-30(± 0.5)～ 100× 60(± 1.0)～ 75、 厚さ 1.0(± 0,1)以上

取付け方法 :上記 cの形状のランナーを用いる場合は 2本を併用する。

表面処理 :aか らfのいずれかによる。

(材料名及び規格が上記 a～fの場合 ia又は fのいずれかによる)

a.錆止め塗料

種類 :下記のいずれかによる。
エポキシ樹脂系、アクリアレ樹脂系、フェノール樹脂系、油性系、ビニルブ

チラール樹脂系、アルキ ド樹脂系、ポリウレタン樹脂系、フッ素樹脂系、
シリコン樹脂系、塩化ビニル樹脂系、無機質系

塗布量 (g/m2):H7(± 12)以下 (有機質固形分量)

b.亜鉛めつき

c.アル ミニウムめつき

d.亜鉛―アルミニウム合金めっき

e.亜鉛一アルミニウムーマグネシウム合金めっき

f.処理なし

間柱 (ス タンド) 材料名及び規格 :aからhのいずれかによる。
a.溶融亜鉛めつき鋼板 (」 IS G 3302)

b.電気亜鉛めっき鋼板 (」IS G 3313)

c.溶融アルミニウムめつき鋼板 (」 IS G 3314)

d.溶融亜鉛-5%アル ミニウム合金めつき鋼板 (」IS G 3817)

e,溶融 55%アル ミニウムー亜鉛合金めっき鋼板 (」 IS G 3321)

f。 溶融亜鉛一アル ミニウムーマグネシウム合金めっき鋼板 (」IS G 3323)

g。 一般構造用軽量形鋼 (」 IS G 3350)

h。 一般構造用角形鋼管 (」 IS G 3466)

形状 。寸法 (IIⅡIl):a又 は bのいずれかによる。

a。 □-65(± 0.5)～ 1,000× 45(± 1.0)～ 75× 10(± 2.0)～ 32、 厚さ0.4(± 0,04)

以上

b.□ -65(± 0.5)～ 1,000× 45(± 1.0)～ 1,000、 厚さ 0。 4(± 0.04)以上

表面処理 :表面処理は前記の上下ランナーに同じ。

取付け間隔及び中空部の厚さ

共通間柱構造の場合

取付け間隔 (IIⅡll):606(± 60)以 下

中空部の厚さ (Ilょll):65～ 1,050

千鳥間柱構造の場合

取付け間隔 (IIⅡll):303(± 30)以 下

中空部の厚さ (Il』ll):66～ 1,050

並列間柱構造の場合

取付け間隔 (IIⅡll):606(± 60)以 下

中空部の厚さ(llIIl):131～ 2,050
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項   目 製 品 仕 様

②

下

地

材

振れ止め (必要

に応 じて取付け

る。 )

材料名及び規格 :材料名及び規格は前記の上下ランナーに同じ。

形状・寸法 (ll」ll):a又は bのいずれかによる。
a.匠 -19(± 1.5)～ 50× 10(± 1.5)～ 20、 厚さ 0。 4(± 0,04)以上

b.[ヨ ー19(± 1.5)～ 50× 10(± 1.5)～ 20× 5(± 1.0)～ 20、 厚さ 0。 4(± 0,04)以上

表面処理 :表面処理は前記の上下ランナーに同じ。

③

呂ll

構

成

材

料

聞柱 (ス タン ド)

用スペーサー

(必要に応 じて

取付ける。 )

材料名及び規格 :aからgのいずれかによる。
a.溶融亜鉛めっき鋼板 (」 IS G 3302)

b.電気亜鉛めっき鋼板 (」IS G 3313)

c.溶融アルミニウムめっき鋼板 (JIS G 3314)
d.溶融亜鉛-5%アル ミニウム合金めっき鋼板 (」 IS G 3317)

e。 溶融 55%アル ミニウムー亜鉛合金めっき鋼板 (」IS G 3321)

f,溶融亜鉛―アルミニウムーマグネシウム合金めっき鋼板 (」 IS G 3323)

g。 鋼板

厚さ (Il』Il):0.4(± 0.04)以上

表面処理 :表面処理は前記の上下ランナーに同じ。

敷目板 (必要に

応 じて取付け

る。 )

種類等 :下記のいずれかによる。

せつこう板、せつこうボー ド、強化せつこうボー ド、不燃積層せつこうボー ド、

繊維強化セメン ト板、グラスタール (10 kg/m3以上)、 ロックタール (10 kg/m3以

上)、 グラスファイバーフェル ト(10 kg/m3以 上)又はロックタールフェル ト(10

kg/m3以上)

寸法 (llⅡll):厚 さ 1(± 0。 1)以 上、幅 40(± 4)以上

鋼板 (必要に応

じて取付ける。)

材料名及び規格 :材料名及び規格は前記の間柱 (ス タンド)用 スペーサーに同じ。

厚さ(IIⅡll):1,0(± 0。 2)以下

大きさ(llⅡIl):幅 600(± 60)以 下

取付け位置 :aからcのいずれかによる。

a。 間柱 (ス タンド)表面

b.敷 目板表面

c.下張り材表面

取付け面積の割合

20(± 2)%以下 (片面あたりの壁面積に対する鋼板の占める割合)
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項   目 製 品 仕 様

③

副

構

成

材

料

フンナー用スペ

ーサー (必要に

応 じて取付け

る。 )

種類等 :下記のいずれかによる。

せつこう板、せつこうボー ド、強化せつこうボー ド、不燃積層せつこうボー ド、

繊維強化セメン ト板、グラスタール (10 kg/m3以 上)、 ロックタール (10 kg/m3以

上)、 グラスファイバーフェル ト(10 kg/m3以 上)、 ロックウールフェル ト(10 kg/m3

以上)又は亜鉛めっき等鋼板

寸法 (lIⅡ Il)

せつこう板、せつこうボー ド等

厚 さ 1(± 0,1)以上、30(± 3)以上×30(± 3)以上

亜鉛めっき等鋼板

a又は bのいずれかによる。

a.匡 -1(± 0。 1)以上×30(± 3)以上、幅 30(± 3)以上、鋼板の厚 さ 0.4(± 0,04)

以上

b.阻 -1(± 0。 1)以上×10(± 1)以上×30(± 3)以上、幅 30(± 3)以上、鋼板の厚

さ 0。 4(± 0.04)以上

表面処理 :表面処理は前記の上下ランナーに同じ。

取付ける間柱 (ス タンド)の配列の種類

千鳥間柱構造

緩衝材 (必要に

応 じて取付け

る。 )

種類等 :種類等は前記の敷目板に同じ。

寸法 (IIIll):厚 さ 1(± 0。 1)以上、幅 5(± 0.5)以上

取付ける間柱 (ス タンド)の配列の種類

千鳥間柱構造又は並列間柱構造

きしみ音防止材

(必要に応 じて

取付ける。)

種類、寸法 :1)か ら 3)のいずれかによる。

1)粘着剤付テープ

種類 :下記のいずれかによる。

ブチルゴム系、アクリル系、シリコーン系、超高分子量ポリエチレン

系、ポリエテレン系、ポリプロピレン系又はフッ素樹脂系

寸法 (■lHl):厚 さ0.5(± 0.05)以下

取付け位置 :aからgのいずれか、又は aからgの内 2つ以上の併用のいず

れかによる。

a。 上下ランナー表面の全面又は一部

b.間柱 (ス タンド)上下端 5011111部 分の表面の全面又は一部

c。 ランナー用スペーサー表面の企面又は一部

d。 間柱 (ス タンド)と 聞柱 (ス タンド)スペ~サーの接触部

e.聞柱 (ス タッド)と 振れ止めの接触部

f.振れ止めと間柱 (ス タンド)スペ~サーの接触部
g。 間柱 (ス タッド)と 鋼板の接触部

2)グラスウール (10 kg/m3以 上)、 ロックウール (19 kg/m3以 上)、 グラスファイ
バーフェル ト(10 kg/m3以 上)又はロックタールフェル ト(10 kg/m3以 上)

寸法 (■Hl):厚 さ0.5(± 0.05)以上

取付け位置 :取付け位置は前記の 1)に同じ。
3)シーリング材

種類 :下記のいずれかによる。

ポリウレタン系、アクリル系、アクリルウレタン系、ポリサルファイ

ド系、ポリインブチレン系、シリコーン系又は変成シリコーン系

取付け位置 :取付け位置は前記の 1)に同じ。

‐4-
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項   目 製 品 仕 様

③

副

構

成

材

料

留付け材 下張り材取付け用

タンピンねじ

寸法 (ll」ll):φ 3.0(± 0。 3)以上×L22(± 2.2)以上

留付け間隔 (IIⅡll):225(± 25)以下

上張り材取付け用

a.ス テープル

寸法 (llⅡll):幅 4(± 0。 4)以上、長さ 19(± 1。 9)以上

留付け間隔 (Ilull):150(± 15)以下

b.接着剤

種類 :下記のいずれかによる。

酢酸ビニアレ樹脂系、アクリル樹脂系、ウレタン樹脂系、エポキシ樹脂系、

ポリアミド系、ポリサルファイ ド系、シリコーン系、合成ゴム系、せつこ

う系又は炭酸カルシウム系

塗布量 (g/浮):200(± 20)～ 900(± 90)

塗布間隔 (IIⅡll):150(± 15)以下

c.タ ッピンねじ

寸法 (IIⅡll):φ 3.0(± 0.3)以上×L20(± 2)以上

留付け間隔 (llⅡIl):1,800(± 180)以 下

取付け方法

上記 aと bで下張り材に取付け、必要に応 じて、cを併用 して、間柱 (ス タン

ド)又は鋼板に取付ける。

敷 目板仮留め用

a.タ ンピンねじ

寸法 (lI』ll):φ 2.0(± 0。 2)以上×L10(± 1)以上

b.粘着冴―プ又は両面粘着テープ

粘着材の種類 :下記のいずれかによる。

アクリル樹脂系、ポリアミド系、天然ゴム系又は合成ゴム系

寸法 (IIⅡll):厚 さ 3(± 0。 3)以下、幅 75(± 7.5)以下

c.接着剤

種類 :前記の上張り材取付け用接着剤に同じ。

塗布量(g/m2):600(± 60)以 下

取付け方法

上記 aからcのいずれかで間柱 (ス タンド)又は上下ランナーに取付ける。

鋼板仮留め用

a.接着剤

種類 :前記の上張り材取付け用接着剤に同じ。

塗布量(g/m2):360(± 36)以 下

b.ス テープル

寸法 (ll】11):幅 4(± 0.4)以上×長さ 10(± 1)以上

C.タ ンピンねじ

寸法 (llⅡll):φ 2.0(± 0.2)以上×L10(± 1)以上

d.粘着テープ又は両面粘着テープ

粘着材の種類 :前記の敷目板仮留め用粘着テープ又は両面粘着テープに同じ。

質量(g/m2):860(± 36)以下

e.リ ベント

寸法 (lI』Il):φ 2.4(± 0。 24)以上

取付け方法

上記 aからeのいずれかで間柱 (ス タンド)、 敷目板又は下張り材に取付ける。

5
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項   目 製 品 仕 様

③

昌1

構

成

材

料

留付け材 緩衝材仮留め用

a.タ ンピンねじ

寸法 (IIIIl):φ 2.0(± 0。 2)以上×L10(± 1)以上

b.粘着テープ又は両面粘着テープ

粘着材の種類 :前記の敷目板仮留め用粘着テープ又は両面粘着テープに同じ。

寸法 (IIIIl):厚 さ 3(± 0。 3)以下、幅 75(± 7.5)以 下

c.接着剤

種類 :前記の上張り材取付け用接着剤に同じ。

塗布量(g/m2):600(± 60)以 下

取付け方法 :上記 aか らcのいずれかで間柱 (ス タンド)に取付ける。
ハント形ジョイナー取付け用接着斉J

種類 :前記の上張り材取付け用接着剤に同じ。

塗布量 (g/m):12(± 3)

取付け方法 :上記接着剤で上張り材 目透かし日地部に取付ける。

下張り材目地部

シージング材

(上張り材目透か

し紛

(下張り材縦目地

部は必要に応じて

充てんする。)

種類等 :下記のいずれかによる。

ポリウレタン系、アクリル系、アクリルウレタン系、ポリサルファイ ド系、ポ

ヅイソブチレン系、シリコーン系又は変成シリコーン系

充てん量 (g)

1箇所あたり目透かし幅 l lI』llあ たり0.12(± 0,02)以上

仕様 (上張 り材の目地部が目透かし張りの場合に充てんする)

上張り材縦目地 (目 透かし)と 交差する下張り材横目地部 :あ り

上張り材横目地 (目 透かし)と 交差する下張り材縦目地部 :あ り又はなし

上張り材 目透か

し部処理材

ハ ッ ト形ジョイナー

材質 :塩化 ビニル樹脂系

寸法 (IIIll)

A:10(± 1,0)以下

B:21(± 2.1)以下

C:8(± 0.8)以下

厚 さ(llIIl):1.0(± 0。 1)以 下

四

___層 乳__苧 憂
B B

壁端部 (柱・はり

等との取 り合い

部)の仕様及び

その処理材 (充

てん材)

下張り材又は上張り材のどちらか一方に、あるいはこの両者に目透かしを設ける

場合は、それぞれの目透かし幅は 10 11Ⅱ ll以 下とする。下張り材の目透かし部には、

次の aか らcのいずれかを厚さ 12.511』 ll以上充てんする。上張り材の目透かし部に

は、必要に応 じて次の aか らcのいずれかを充てんする。
a.シーリング材

種類 :下記のいずれかによる。
ポヅウレタン系、アクリル系、アクリルウレタン系、ポリサルファイ ド系、
ポリインブチレン系、シリコーン系又は変成シリコーン系

b.ロ ックタール、ロックウール保温板、ロックタールフェル ト、ロックウール

モルタル又はグラスファイバーフェル ト

密度(kg/m3):10(± 10)以上

c.せつこう系又は炭酸カルシウム系無機質充てん材
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4.構造説明図

(1)透視図

(2)水平断面図

A方向垂直断面図

606以下

(単位 :mm)

キ1 鋼板は必要に応 して取付ける
取付け位置 :片面又は両面

間柱と下張 り材との間又は下張 り材と上張 り材との間

■2 振れ止めは必要に応 して取付ける

キ3 下張 り材縦目地部シー リング材は必要に応 じて充てんする

11030

材取付け用

*1 鋼板は必要に応 して取付ける
取付け位置 :片面ヌは両面

間柱と下張 り材との間又は下張 り材と上張 り材との間

■2 目透かし張 りとする場合に設ける
下張 り材縦目地部シー リング材は必要に応 して充てんする

キ2

け用

7

65～ 1.000

125～ 25

翻 蠍 0の場合 謳 鰐 引のの場合

FP060NP-0448(1) 
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(3)断面詳細図

①共通間柱構造

A方向水平断面図

実付け張 り
(目 透か し帽 Olの場合

B方向垂直断面図

(単位 :mm)

L形ランナーの拐合

10以 下

上張

B

606以下

用

用

109
～1,030

材取付け用

り

*1 鋼板は必要に応 じて取付ける
取付け位置 :片面又は両面

間柱と下張 り材との間又は下張り材と上張 り材との間

中2 振れ止めは必要に応 じて取付ける

■3 日透か し張 りとする場合に設ける
下張 り材縦目地部シー リング材は必要に応 じて充てんする

*4 をしみ書防止材は必要に応 して売てんする

125～25

G5～ 1000

25～ 25

森緊選評普倍。の場合 認 温 ～0の場合
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②共通間柱構造 (敷 目板仕様)

A方向水平断面国

突付け張 り
(目 透か し幅 0)の場合

B方向垂直断面図

10以下

1           606以 下
_

(単位 :mm)

L形ランナーの場合

用

材取付け用

用

半1 鋼板は必要に応 して取付ける
取付け位置 :片 面又は両面

間柱と敷目板との間、数目板と下張り材との間
又は下張 り材と上張 り材との間

*2 振れ止めは必要に応 して取付ける

*3 日透かし張りとする場合に設ける
下張り材縦目地部シーリング材は必要に応 して充てんする

半4 きしみ音防止材は必要に応 じて充てんする

111

～1,130

B

下

125～ 25

67～ 1050

125～ 25
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③千鳥間柱構造 (敷 目板仕様)

A方向水平断面図

0)の場合 の場合

B方向垂直断面図

(単位 :mm)

L形ランナーの場合

10以下

け用

材取付け用

0以下

303以下

‖
10以

111

～1.130

B

用

材取付け用

け用

鋼板は必要に応 して取付ける
取付け位置 :片面又は両面

間柱と敷目板との間、敷目板と下張り材との間
又は下張り材と上張り材との間

*2 振れ止めは必要に応 して取付ける

*3 緩衝材は必要に応 じて取付ける

半4 目透か し張 りとする場合に設ける
下張 り材縦目地部シー リング材は必要に応 じて充てんする

ホ5 きしみ音防止材は必要に応 して売てんする

下

キ 1

ン *4

125～ 25

67～ 1.050

12 5～25

― キ ヤ

突付け張り         目透か し張 り
(目 透かし幅 Olの場合    (目 透かし幅2～ 10)の 場合
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④千鳥間柱構造 (スペーサー仕様)

A方向水平断面図

0)の 場合 の場合

B方向垂直断面国

10以 下

(単位 :mm)

L形ランナーの場合

110
～1,080

材取付け用

け用

■1 鋼1反 は必要に応して取付ける
取付け位置 :片面又は両面

間柱と下張り材との間又は下張り材と上張り材との問

■2 せっこう板、せつこうポー ド、亜鉛めっき等鋼板等

43 殺衝材は必要に応じて取付ける

*4 目透かし張りとする場合に設ける
下張り材縦目地部シーリング材は必要に応して売てんする

45 きしみ音防止材は必要に応して充てんする

B

下

125～ 25

66～ 1.000

125～ 25

ヽ
＼

突付け張 り         目透か し張り
(目 透か し幅 0)の 場合    (目 透か し幅2～ 10)の場合
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突付け張 り
(目 透か し幅

⑤千鳥間柱構造 (敷 目板仕様及びスペーサー仕様)

10以 下

= A

け用

A方向水平断面図

(単位 :mm)

L形ランナーの場合

用

112
～1,130

Ⅲ l 鋼板は必要に応 して取付ける
取付け位置 ;片面又は両面

間柱と下張 り材との間又は下張 り材と上張り材との間

■2 せっこう板、せっこうボー ド、亜鉛めっき等鋼板等

+3 孝景衝材は必要に応 して取付ける

*4 目透かし張 りとする場合に設ける
下張 り材縦目地部シー リング材は必要に応 して充てんする

*5 きしみ音防止材は必要に応 して充てんする

303
0)の場合 0)の場合

B方 向垂直断面図

森黎赳Fせ絶。の始  灘 赫崖引。の始

B
用

用
下

け用

125～ 25

68～ 1,050

125～ 25
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⑥並列間柱構造

10以下

A方向水平断面図

突付け張 り
(目 透か し幅 0)の場合 の場合

B方向垂直断面図

(単位 :mm)

L形ランナーの場合

用

用

606以下

175
～2.080

B 材取付け用

け用

*1 鋼板は必要に応 じて取付ける
取付け位置 :片面又は両面

間柱と下張 り材との間又は下張 り材と上張 り材との間

■2 振れ止めは必要に応 して取付ける

+3 緩衝材は必要に応 して取付ける

*4 目透か し張 りとする場合に設ける
下張 り材縦 目地部シー リング材は必要に応 して充てんする

キ5 きしみ音防止材は必要に応 じて充てんする

下
け用

下張 り リ

125～ 25

131～ 2.000

5～ 25

キ
ヤ

突付け張 り
(目 透か し幅 0)の 場合

目透か し張 り
(目 透か し幅2～ 10)の場合

13 ‐
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口

1富

⑦並列間柱構造 (敷 目板仕様)

A方向水平断面図

突付け張 り
(目 透か し幅 0)の場合 の場合

B方向垂直断面図

10以下

(単位 :mm)

L形ランナーの場合

け用

材取付け用

*1 鋼板は必要に応 して取付ける
取付け位置 :片面又は両面

問柱と敷 目板との間、数目板と下張 り材との間
又は下張 り材と上張 り材との間

*2 振れ止めは必要に応 して取付ける

■3 緩衝材は必要に応 じて取付ける

■4 目透か し張 りとする場合に設ける
下張 り材縦目地部シー リング材は必要に応 じて充てんする

*5 きしみ音防止材は必要に応 して充てんする

177
～2,130

B

け用

*4
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5 .施工方法

(1)上下ランナーの取付け

上下ランナーを取付ける位置に墨出しを行 う。上下ランナーは、躯体にランナー固定金物 (打込み
ピン、ボル ト、ねじ、くぎ、バッファーピン等)、 或いは溶接にて (必要に応 じてランナー受けピース

を介 して)、 900 11Ⅱxl以 下の間隔で取付ける。L形ランナーを用いる場合は、2本を併用し、前記と同じ

方法で取付ける。必要に応 じて、きしみ音防止材を上下ランナー表面に取付ける。
(2)間柱 (ス タンド)の取付け

間柱 (ス タッド)を あらかじめ現場の寸法に合わせて切断する。共通間柱構造及び並列間柱構造の場
合は、間柱 (ス タンド)を 60611111以下の間隔で、千鳥間柱構造の場合には、間柱 (ス タンド)を 30311111以

下の間隔で上下ランナーに差し込んで取付ける。必要に応 じて、きしみ音防止材を聞柱 (ス タンド)上

下端 50 11Ⅱll部分の表面に取付ける。
EE形タイプの間柱 (ス タンド)を使用する場合は、必要に応 じて、そのフランジ相互に、間柱 (ス タ

ンド)用 スペーサーを挿入する。必要に応 じて、きしみ音防止材を間柱 (ス タンド)と 問柱 (ス タンド)

用スペーサーの接触部に取付ける。

千鳥間柱構造の間柱 (ス タンド)は、必要に応 じて、ランナー用スペーサーを上下ランナーと間柱 (ス

タンド)と の間の中空部に挿入して、上下ランナーに取付ける。必要に応 じて、きしみ音防止材をラ
ンナー用スペーサー表面に取付ける。

(3)振れ止めの取付け

必要に応 じて、振れ止めをあらかじめ現場の寸法に合わせて切断し、間柱 (ス タッド)の側面の切欠
き部に差 し込んで取付ける。必要に応 じて、きしみ音防止材を間柱 (ス タッド)と 振れ止めの接触部、
振れ止めと問柱 (ス タンド)用 スペーサーの接触部に取付ける。

(4)鋼板の取付け (間柱 (ス タンド)と 敷 目板又は下張り材 との間に取付ける場合)

必要に応 じて、鋼板を聞柱 (ス タンド)と 敷 目板又は下張り材との間に使用する場合は、あらかじめ

現場の寸法に合わせて切断した鋼板を間柱 (ス タンド)の片面又は両面に接着剤、タッピンねじ、粘着
テープ、両面粘着テープ又はリベットで取付ける(必要に応 じて鋼板に下穴を開ける)。 必要に応 じて、
きしみ音防止材を間柱 (ス タンド)と 鋼板の接触部に取付ける。

(5)敷目板の取付け

必要に応 じて、敷 目板をタンピンねじ、粘着テープ、両面粘着>―プ又は接着剤で間柱 (ス タンド)

又は上下ランナーに仮留めする。

(6)緩衝材の取付け

必要に応 じて、必要な長さの緩衝材をタンピンねじ、粘着テープ、両面粘着テープ又は接着剤で間
柱 (ス タッド)に取付ける。

(7)鋼板の取付け (敷 目板と下張り材との間に取付ける場合)

必要に応 じて、鋼板を敷目板と下張り材 との間に使用する場合は、あらかじめ現場の寸法に合わせ
て切断した鋼板を壁面の片側又は両側の敷 目板の表面に接着剤、タンピンねじ、粘着テープ又は両面
粘着テープで取付ける (必要に応じて鋼板に下穴を開ける)。

(8)下張り材の取付け

下張り材をあらかじめ現場の寸法に合わせて切断し、φ3.O Ilull以 上×L22 11Lll以 上のタンピンねじで
225 11Ⅱ ll以 下の間隔で間柱 (ス タンド)に留付ける。

(9)鋼板の取付け (下張り材 と上張り材との間に取付ける場合)

必要に応 じて、鋼板を下張り材と上張 り材との間に使用する場合は、あらかじめ現場の寸法に合
わせて切断した鋼板を壁面の片側又は両側の下張り材の表面に接着剤、ステープル、タンピンねじ、
粘着テープ又は両面粘着>―プで取付ける (必要に応 じて鋼板に下穴を開ける)。
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(10)上張り材の取付け

上張り材は、突付け張 り又は目透かし張りとする。
上張り材をあらかじめ現場の寸法に合わせて切断する。接着剤を上張り材の裏面に塗布する。こ

の時、接着剤の塗布間隔は 150 11ⅡIl以下とし、接着剤の塗布量は 200～ 900g/m2と する。
上張り材は、その目地が下張 り材の目地と重ならないよう、また、目地部を突付け張りとする場

合は、相互の上張 り材を突付け、目透かし張りとする場合は目透かし幅が 2～ 10 11Ⅱ Ilと なるよう配置
し、幅 4 11Ⅱll以上、長さ 1911』ll以上のステープルで 15011』 ll以下の間隔で下張り材に取付ける。但し、鋼
板の取付け部分はステープルを取付けなくてもよい。

日地部を目透かし張りとした際には、日透かし目地の直下に位置する下張り材の目地部にシージ
ング材 (1箇所あたり目透かし幅 l lllllあ たり0.12g以 上)を充てんする。但し、下張り材縦目地へのシ
ーリング材の充てんは必要に応 じて行 う。その後、接着剤をハント形ジョイナーに塗布 し、目透か
し部に取付ける。

但し、下張り材 と上張り材 との間に鋼板を取付けた際には、鋼板取付け位置の下張り材の目地部
にはシーリング材を充てんしなくてもよい。

必要に応 じて、タンピンねじで 1,80011」ll以下の間隔で間柱 (ス タンド)又は鋼板に留付ける。
(11)壁端部の処理

下張り材又は上張り材のどちらか一方に、あるいはこの両者に目透かしを設ける場合は、目透か
し幅を 10 11ull以 下とする。目透かしを設けた場合の下張り材の目透かし部には、処理材 (充てん材)を

厚さ 12.5 11ull以上充てんする。目透かしを設けた場合の上張り材の目透かし部には、必要に応じて処
理材 (充てん材)を充てんする。
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定認

国 住 指 第 4113号
平成 26年 3月 31日

吉野石膏株式会社 '

代表取締役 須藤 永作 様

国土交通大臣  太田 昭

下記の構造方法等については、建築基準法第 68条の 26第 1,項 (同法第 88条第 1項にお
いて準用する場合を含む。)の規定に基づき、同法第 30条及び同法施行令第 22条の 3(界
壁の遮音構造)の規定に適合するものであることを認める。

記

1。 認定番号

SOI-0170

2。 認定をした構造方法等の名称

両面両面ボー ド用原紙張/せつこう板・強化せつこうボー ド張/軽量鉄骨下
地 (千鳥)間仕切壁

3.認定をした構造方法等の内容

別添の通 り

(注意)こ の認定書は、大切に保存 しておいてください。



別 添

1.構造名

両面両面ボー ド用原紙張/せつこう板・強化せつこうボー ド張/軽量鉄骨下地 (千鳥)間仕切

壁

2。 寸法 と面密度

表 1に 申請仕様の寸法 と面密度を示す。

表 1 申請仕様の寸法 と面密度          (単 位 :IIm)

3。 主構成材料

表 2に 申請仕様の主構成材料を示す。

表 2 申請仕様の主構成材料           (単 位 :Inm)

項 目 申 請 仕 様

壁 厚 117以上 (中空部 73～ HO)

面密度 (一般断面) 35。 lkg/m2ルス■

目項 申 請 仕 様

上張 り用面材 両面ボー ド用原紙張/せ つこう板

(国 土交通大臣認定不燃材料 NM-1908)

幅 :  455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長 さ :  455(+3、 0)～ 4500(+3、 0)

厚 さ :  9。 5(± 0.5)、  12。 5(± 0.5)、 15(± 0。

面密度 :9。 5(-0.95)kg/m2以 上

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ

両面ボー ド用原紙張/ガ ラス繊維混入せつこう板

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-9692)

幅 :  455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長 さ : 455(+3、 0)～ 4500(+3、 0)

厚 さ :  9。 5(± 0.5)、  12。 5(± 0。 5)、 15(± 0.

面密度 : 10。 17(-1。 02)kg/m2以 上

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ

両面ボー ド用原紙張/ガ ラス繊維混入せつこう板

(国 土交通大臣認定不燃材料 NM-9645)

幅 :  455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長 さ : 455(+3、 0)～ 4500(+3、 0)

厚 さ :  9.5(± 0.5)、  12.5(± 0.5)、 15(± 0。

面密度 : 12.35(-1.23)kg/m2以 上

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ

5)

5)

5)

つづく
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つづき

上張 り用面材 両面ボー ド用原紙張/繊維混入せつこう板

(国 土交通大臣認定不燃材料 NM-9364)

幅 :  455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長 さ : 910(+3、 0)～4000(+3、 0)

厚 さ :  9。 5(± 0.5)、 12.5(± 0。 5)

面密度 : 11。 88(-1。 19)kg/m2以上

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ

下張 り用面材 強化せつこうボー ド

(国 土交通大臣認定不燃材料 NM-8615)

幅 :  455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長 さ : 455(+3、 0)～4500(+3、 0)

厚 さ :  12.5(± 0.5)、 15(± 0。 5)、 18(± 0。 5)、

面密度 : 9。 Okg/m2以上

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ

せつこうボー ド

(国 土交通大臣認定不燃材料 NM-8612)

幅 :   455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長 さ :  455(+3、 0)～4500(+3、 0)

厚 さ :  12.5(± 0。 5)、 15(± 0.5)

面密度 : 9。 6kg/m2以上

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ

両面ボー ド用原紙張/ガ ラス繊維混入せつこう板

(国 土交通大臣認定不燃材料 NM-9645)

幅 :  455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長 さ : 455(+3、 0)～4500(+3、 0)

厚 さ :  12。 5(± 0。 5)、 15(± 0。 5)

面密度 : 16.25(-1。 62)kg/m2以 上

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ

両面ボー ド用原紙張/繊維混入せつこう板

(国 土交通大臣認定不燃材料 NM-9364)

幅 :   455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長 さ : 910(+3、 0)～4000(+3、 0)

厚 さ : 12。 5(± 0。 5)

面密度 : 15。 68(± 1.56)kg/m2

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ

21(± 0。 5)、 25(± 0。 5)

つづく
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つづき

下張 り用面材 ガラス繊維不織布入せつこう板

(国 土交通大臣認定不燃材料 NM-9354)

幅 :  455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長 さ : 455(+3、 0)～4500(+3、 0)

厚 さ :  12。 5(± 0.5)、 15(± 0。 5)、 20(± 0.5)

面密度 : 13。 75(-1.37)kg/m2以上

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ

両面ボー ド用原紙張/ガ ラス繊維混入せつこう板

(国 土交通大臣認定不燃材料 NM-9692)

幅 :  455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長 さ : 455(+3、 0)～4500(+3、 0)

厚 さ :  12。 5(± 0.5)、 15(± 0。 5)

面密度 : 13.38(-1.34)kg/m2以 上

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ

両面ボー ド用原紙張/せつこう板

(国 土交通大臣認定不燃材料 NM-1908)

幅 :  455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長 さ :  455(+3、 0)～4500(+3、 0)

厚 さ :  12.5(± 0.5)、 15(± 0.5)

面密度 : 12。 5(-1。 25)kg/m2以 上

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ

両面ボー ド用原紙張/せっこう板

(国 土交通大臣認定不燃材料 NM-3722)

幅 :  455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長 さ : 455(+3、 0)～ 4500(+3、 0)

厚 さ : 12。 5(± 1。 25)

面密度 : 11。 0(± 1。 1)kg/m2

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ

25(± 0.5)

上部、下部ランナ E-20～ 110× 20～ 75× 0。 4～0.8

E-20～ HO× 20～ 75× 20～ 75× 0。 4～0.8

L-20～ HO× 30～ 75× 0.4～ 0。 8

防錆処理を施したもの。

縦 ランナー E-20～ HO× 32～ 75× 0。 4～ 0。 8

□ -20～ 110× 20-180× 0。 4-0.8

防錆処理 を施 したもの。

間柱 E-40～ 109× 35～ 75× 0。 4～ 1.6

□ -20～ 109× 20-180× 0.4-1。 6

防錆処理を施 したもの。

中空部充てん材 なし又は下記のいずれかとする。

グラスウール 面密度 :0。 08kg/m2以上

ロックウール 面密度 :0。 08kg/m2以上
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4.副構成材料

表 3に 申請仕様の副構成材料を示す。

表 3 申請仕様の副構成材料          (単 位 :IIm)

目項 申 請 仕 様

ランナー固定金

物

コンク リー ト釘

バ ッファー ビン

タ ッピンね じ

ポ:ル ト

φ2。 0以上 ×10以 上

φ2.0以 上 ×10以 上

φ2。 0以上 ×10以 上

φ2。 0以上 ×10以 上

タッピンね じ 上張 り用面材取付け用

上張 り用面材取付け用

下張 り用面材取付け用

補強材仮留め用

敷 目板仮留め用

(間柱又は縦 ランナーに取付 ける場合 )

φ3.5以 上 ×32以上

(補強材 に取付 ける場合 )

φ3。 0ジス」L)く 20ジス■

φ3。 0以上 ×22以上

φ2。 8以上 ×10以上

φ2.8以 上 ×10以 上

リベ ット 補強材仮留め用 φ2。 8以上

ステープル 上張 り用面材取付け用

補強材仮留め用

幅4以上×長 さ19以上

幅4以上 ×長 さ10以上

振れ止め E-15～80× 5～ 30× 0.4～ 1.6

E-15～ 80× 5～ 30× 0。 4～ 1.6

防錆処理を施 したもの。

ランナー用スペ

ーサー

せつこうボー ド、強化せつこうボー ド、せつこう板、不燃積層せつこうボー

ド、繊維強化セメン ト板、グラスウール、ロックウール、グラスファイバー

フェル ト、ロックウールフェル ト又は鋼製等

10以上×30以上

接着剤 酢酸 ビニル樹脂系、合成 ゴム系、アク リル樹脂系、ポ リサル ファイ ド系、シ

リコーン系、ウレタン樹脂系、ポ リア ミ ド樹脂系、エポキシ樹脂系、せつこ

う系、炭酸カル シウム系、セル ロース系、フェノール樹脂系、シアノアク リ

レー ト系、ポ リエーテルアク リレー ト系、レゾル シノール系、ポ リビニルア

ル コール系、塩化 ビニル系、ポ リオ レフィン系、ポ リエステル系、エチ レン

ビニルアセテー ト系又はゴム系

敷 目板 せつこうボー ド

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-8612)、

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-8619)、

(国土交通大臣認定準不燃材料 QM-9826)、

(国土交通大臣認定準不燃材料 QM-9828)、

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-0441)又 は (JIS A 6901:2009)

不燃積層せつこうボー ド

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-8613)又 は (JIS A 6901:2009)

強化せつこうボー ド

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-8615)又 は (JIS A 6901:2009)

せつこう板

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-1498)、

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-9354)、

つづく
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つづき

敷 目板 (国 土交通大臣認定不燃材料 NM-9363)

(国 土交通大臣認定不燃材料 NM-9364)

(国 土交通大臣認定不燃材料 NM-9639)

(国 土交通大臣認定不燃材料 NM-9645)

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-9692)

(国 土交通大臣認定不燃材料 NM-1908)

(国 土交通大臣認定不燃材料 NM-2286)

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-1864)

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-3722) 6901:2009)

繊維強化セメン ト板

グラスウール

ロックウール

グラスファイバーフェル ト

ロックウールフェル ト

幅 : 40以上

厚 さ :1以上

ヌリま (JIS

密度 :10kg/m3以上

密度 :10kg/m3以上

密度 :10kg/m3以 上

密度 :10kg/m3以 上

補強材 鋼 板 厚 さ :0.H～ 2.3

間柱用スペーサ 鋼製等

目地処理材 JIS A 6914又 はJIS K 5669の 適合品等

四周用充てん材 無機質充てん材 :     せっこう系又は炭酸カルシウム系

ロックウールモルタル :  (国 土交通大臣認定不燃材料 NM-8601)

ロックウール :      (国 土交通大臣認定不燃材料 NM-8600)、

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-2615)、

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-2780)、

(国 土交通大臣認定不燃材料 NM-3009)、

(JIS A 6301:2007) 、   (JIS A 9504:2011)

又は (JIS A 9521:2011)

シー リング材 :      アクリル樹脂系、ウレタン樹脂系、

ポ リサルファイ ド系、シ リコン系、

酢酸ビニル樹脂系、アクリル ウレタン系、

シリコーン系、ポ リイ ソブチ レン系

又は変成シリコーン系

ロックウールフェル ト

グラスファイバーフェル ト

但 し、ロックウール、ロックウールフェル ト又はグラスファイバーフェル

トについては、無機質充てん材、ロックウールモルタル又はシー リング材 と

併用すること。

緩衝材 グラスウール、ロックウール、グラスファイバーフェル ト又はロックウール

フェル ト

厚 さ :1以上

幅 : 5以上
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上部ランナー

5.申 請仕様の説明図

構造説明図を図 1に 、水平断面図を図 2～図 6に、水平端部詳細図を図 7～図 13に、上下

端部詳細図を図 14～図 18にそれぞれ示す。

ランナー用スペーサー

間柱  四周用充てん材

四周用充てん材

｀
｀

＼ 、 四周用充てん材

下部ランナー

・ 中空部充てん材が挿入 される場合 もある。

・下張 り用面材は敷 目板を介 して間柱に取付けられる場合 もある。

図 1 構造説明図
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ステープル

(単位 :IIm)

タッピンねじ

タッピンねじ

下張り用面材

上張り用面材

図 2 水平断面図 (間柱 を千鳥配置 とす る場合 )

敷目板 下張り用面材

間柱 上張り用面材

タッピンねじ

図 3 水平断面図 (間柱を千鳥配置 とし、敷 目板を使用す る場合 )

下張り用画材 振れ止め

上張り用面材

但 し、振れ止めを使用 しない場合もある。

図 4 水平断面図 (間柱を独立配置 とする場合 )

9.5,12.5,15

12.5,15,18,20,21.25

12.5,15,18,20.21,25

9.5,12.5,15

73-110

ステープル

9.5.12.5,15

12.5,15,18,20,21,25

12.5,15,18,20,21,25

9.5,12.5,15

73-110

ステープル

9.5,12.5,15

12.5,15,18,20,21,25

12.5,15,18.20,21,25

9.5,12.5,15

73～ 110
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ステープル

(単位 :IIIm)

敷目板 下張り用面材 振れ止め

タッピンねじ 間柱 上張り用面材

但 し、振れ止めを使用 しない場合もある。

図 5 水平断面図 (間柱を独立配置 とし、敷 目板を使用する場合 )

敷目板 下張り用面材 振れ止め

タッピンねじ 間柱 上張り用面材

但 し、振れ止めを使用 しない場合もある。

図 6 水平断面図 (間柱を共通配置 とし、敷 目板を千鳥に配置する場合 )

間柱又は縦ランナー ステープル

下張り用面材

四周用充てん材 タッピンねじ 上張り用面材

図 7 水平端部詳細図 (間柱を千鳥配置 とし、端部を共通にする場合 )

9.5,12.5。 15

12.5,15,18.20,21,25

12.5,15,18,20121,25

9.5.12.5,15

73-110

ステープル

9.5,12.5,15

12.5,15,18,20,21,25

12.5,15,18,20,21,25

9.5,12.5,15

73～ 110
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間柱又は縦ランナー ステープル

下張り用面材

四周用充てん材 タッピンねじ 上張り用画材

図 8 水平端部詳細図 (間柱を千鳥配置 とし、端部を独立にする場合 )

間柱又は縦ランナー ステープル

敷目板 下張り用面材

四周用充てん材 タッピンねじ 間柱 上張り用面材

図 9 水平端部詳細図 (間柱を千鳥配置 とし、敷 目板を使用 した上で、

端部を共通にする場合 )

間柱又は縦ランナー ステープル

敷目板 下張り用面材

四周用充てん材 タッピンねじ 間柱 上張り用面材

図 10 水平端部詳細図 (間柱を千鳥配置 とし、敷 目板を使用 した上で、

端部を独立にする場合 )
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間柱又は縦ランナー ステープル

下張り用画材 振れ止め

四周用充てん材 タッピンねじ 間柱 上張り用面材

但 し、振れ止 めを使用 しない場合 もある。

図 11 水平端部詳細図 (間柱 を独立配置 とす る場合 )

間柱又は縦ランナー ステープル

下張り用面材 振れ止め

四周用充てん材 タッピンねじ 上張り用面材

但 し、振れ止めを使用 しない場合もある。

図 12 水平端部詳細図 (間柱を独立配置 とし、敷 目板を使用する場合 )

間柱又は縦ランナー ステープル

敷目板 下張り用面材 振れ止め

四周用充てん材 タッピンねじ 間柱 上張り用面材

但 し、振れ止めを使用 しない場合もある。

図 13 水平端部詳細図 (間柱を共通配置 とし、敷 目板を千鳥に配置する場合 )

-10-

SOI-0170 
10 / 16



四周用充てん材 上部ランナー

ランナー用スペーサー 上張り用面材

下張り用面材

下張り用面材

ランナー用スペーサー 上張り用面材

四周用充てん材 下部ランナー

図 14 上下端部詳細図 (間柱を千鳥配置 とする場合 )

図 15 上下端部詳細図 (間柱を千鳥配置 とし、敷 目板を使用する場合 )

四周用充てん材

ランナー用スペーサー 上張り用面材

下張り用面材

下張り用面材

ランナー用スペーサー 上張り用面材

四周用充てん材 下部ランナー
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四周用充てん材

間柱

＼＼上部ランナー

上張り用画材

タッピンねじ

下張り用画材
ステープル

上張り用画材

四周用充てん材 下部ランナー

図 16 上下端部詳細図 (間柱を独立配置 とする場合 )

/

ステープルン/ン

図 17 上下端部詳細図 (間柱 を独立配置 とし、敷 目板 を使用す る場合 )

四周用充てん材
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四周用充てん材 上部ランナー

上張り用面材

ステープル 下張り用面材

タッピンねじ

下張り用面材

上張り用面材

四周用充てん材

図 18 上下端部詳細図 (間柱 を共通配置 とし、敷 目板 を千鳥 に配置す る場合 )
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6。 施工条件

1)上部・下部ランナーの取付け

間仕切壁を設置する所定の位置に、墨出しを行 う。

上部 0下部ランナーは、予め現場の寸法に合わせて切断 し、鋼製下地には、直に又はランナ

ー受け金具等を介 して、タッピンね じ、溶接又はボル トにて、コンクリー ト下地等には、ラン

ナー固定金物にて、それぞれ900mm以下の間隔で取付ける。

2)間柱又は縦ランナーの取付け

予め現場の寸法に合わせて切断する。間柱を千鳥配置 とする場合は、上部 0下部ランナーと

問柱 との隙間にランナー用スペーサーを介 して、片側606mm以下の間隔で、反対側の間柱 と接

触 しないように、千鳥配置に取付ける。独立配置 とする場合は、各々の上部 0下部ランナーに

606mm以 下の間隔で取付け、共通配置 とする場合は、上部 0下部ランナーに303mm以 下の間隔で

取付ける。壁端部は、間柱又は縦ランナーを上部 0下部ランナーに取付ける。

尚、必要に応 じて、間柱又は縦ランナーに、間柱用スペーサーを挿入 しても良い。

3)振れ止めの取付け (振れ止めを取付ける場合 )

振れ止めは、予め現場の寸法に合わせて切断 し、間柱又は縦ランナーの振れ止め用穴に装着

する。

4)緩衝材の取付け (緩衝材を取付ける場合 )

緩衝材は、予め現場の寸法に合わせて切断 し、テープ又は接着剤等を用いて、間柱又は縦ラ

ンナーの下張 り用面材が取付けられていない面に必要な長 さで取付ける。

尚、緩衝材を間柱又は縦ランナーと下張 り用面材又は補強材の間、間柱 と間柱の間又は

縦ランナー と縦ランナーの間等の空間に取付ける場合は、緩衝材の厚 さは、その空間の寸法

(図 19と 図 20の場合 寸法A)以下とする。

0緩衝材の取付け例

間柱 緩衝材
間柱 緩衝材

図 19 緩衝材を間柱 と下張 り用面材

の間に取付ける場合

図 20 緩衝材を間柱 と問柱の間に

取付ける場合

下張り用面材

上張り用面材

下張り用面材

上張り用面材
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5)補強材の取付け (補強材を問柱、縦ランナー、上部ランナー又は下部ランナー と敷 目板又は

下張 り用面材の間に取付ける場合 )

補強材は、予め現場の寸法に合わせて切断 し、タッピンね じ、接着剤、テープ又はリベ ット

を用いて間柱、縦ランナー、上部ランナー又は下部ランナーに仮留めする。この時、補強材は

壁の片側又は両側に取付けることができる。但 し、補強材の面積は、壁の面積の50%以下とす

る。

6)敷 目板の取付け (敷 目板を取付ける場合 )

敷 目板は、予め現場の寸法に合わせて切断 し、タッピンね じ、テープ、接着剤又はシー リン

グ材を用いて間柱又は縦ランナーに仮留めする。また、上部ランナー又は下部ランナーに敷 目

板を取付ける場合は、同様にタッピンね じ、テープ、接着剤又はシー リング材を用いて仮留め

する。

また、間柱を共通配置 とする場合は、必ず敷 目板を千鳥配置に仮留めする。

7)補強材の取付け (補強材を敷 目板 と下張 り用面材の間に取付ける場合 )

補強材は、予め現場の寸法に合わせて切断 し、敷 目板 と下張 り用面材の間にタッピンね じ、

接着剤又はテープを用いて仮留めする。この時、補強材は壁の片側又は両側に取付けることが

できる。但 し、補強材の面積は、壁の面積の50%以下とする。

8)片面の下張 り用面材の取付け

下張 り用面材は、予め現場の寸法に合わせて切断 し、縦又は横張 りにして、タッピンねじを

用いて、間隔300mm以 下で、間柱又は縦ランナーに取付ける。

9)中空部充てん材の挿入 (中空部充てん材を挿入する場合 )

中空部充てん材は、予め現場の寸法に合わせて切断 し、壁体中空部に挿入する。

尚、必要に応 じて、下張 り用面材、間柱、縦ランナー、上部ランナー又は下部ランナー等に

取付けても良い。

10)反対側の下張 り用面材の取付け

8)の手順で反対側の下張 り用面材を取付ける。

H)下張 り用面材の四周取合部の処理

下張 り用面材の四周取合部の処理を行 う場合は、四周取合部は隙間のないように四周用充て

ん材にて充てんする。

12)補強材の取付け (補強材を下張 り用面材 と上張 り用面材の間に取付ける場合 )

補強材は、予め現場の寸法に合わせて切断 し、下張 り用面材 と上張 り用面材の間にタッピン

ね じ、ステープル、接着剤又はテープを用いて仮留めする。この時、補強材は壁の片側又は両

側に取付けることができる。但 し、補強材の面積は、壁の面積の50%以下とする。
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13)上張 り用面材の取付け

上張 り用面材は、予め現場の寸法に合わせて切断 し、縦又は横張 りにして、下張 り用面材 と

目地部が重ならないようにして、タッピンねじで30011m以 下の間隔にて下張 り用面材を貫通 し

て間柱又は縦ランナーに取付けるか、接着剤を付けステープルを300FFlm以 下の間隔で下張り用

面材に取付ける。この時、必要に応 じて、上記取付けに追加 して、タッピンね じを間柱又は縦

ランナーに取付けても良い。

尚、壁内に補強材が取付けられている場合は、タッピンね じ、接着剤又はステープルを補強

材に取付けても良い。

14)上張 り用面材の目地部及び四周取合部の処理

(イ )下張 り用面材の四周取合部の処理を行わなかつた場合は、必ず上張 り用面材の四周取合

部は、隙間のないように四周用充てん材を充てんする。

(口 )日 地部は、突付け工法 とする。 目地部が、突付け工法 となっていない場合は、四周用充

てん材又は目地処理材で処理する。
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定認

吉野石膏株式会社 ・

代表取締役 須藤 永作 様

国土交通大臣  太田 昭

国 住 指 第 4114号
平成 26年 3月 31日

下記の構造方法等については、建築基準法第 68条の 26第 1)項 (同法第 88条第 1項にお

いて準用する場合を含む。)の規定に基づき、同法第 30条及び同法施行令第 22条の 3(界
壁の遮音構造)の規定に適合するものであることを認める。

記

1.認定番号

SOI-0171

2.認定をした構造方法等の名称

両面両面ボー ド用原紙張/せっこう板・強化せつこうボー ド張/軽量鉄骨下

地 (千鳥)間仕切壁

3。 認定をした構造方法等の内容

別添の通 り

(注意)こ の認定書は、大切に保存しておいてください。



別 添

1.構造名

両面両面ボー ド用原紙張/せつこう板 0強化せつこうボー ド張/軽量鉄骨下地 (千鳥)間仕切

壁

2.寸法 と面密度

表 1に 申請仕様の寸法 と面密度を示す。

表 1 申請仕様の寸法 と面密度          (単 位 :IIIn)

3.主構成材料

表 2に 申請仕様の主構成材料を示す。

表 2 申請仕様の主構成材料           (単 位 :Inm)

項 目 申 請 仕 様

壁 厚 144以上 (中空部  100～ 150)

面密度 (一般断面 ) 35.lkg/m2堰ス」ヒ

目項 申 請 仕 様

上張 り用面材 両面ボー ド用原紙張/せ つこう板

(国 土交通大臣認定不燃材料 NM-1908)

幅 :  455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長 さ :  455(+3、 0)～4500(+3、 0)

厚 さ :  9.5(± 0。 5)、  12。 5(± 0。 5)、 15(± 0.

面密度 :9。 5(-0。 95)kg/m2以 上

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ

両面ボー ド用原紙張/ガ ラス繊維混入せつこう板

(国 土交通大臣認定不燃材料 NM-9692)

幅 :  455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長 さ :  455(+3、 0)～4500(+3、 0)

厚 さ :  9.5(± 0.5)、 12。 5(± 0.5)、 15(± 0。

面密度 : 10.17(-1。 02)kg/m2以 上

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ

両面ボー ド用原紙張/ガ ラス繊維混入せつこう板

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-9645)

幅 :  455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長 さ : 455(+3、 0)～4500(+3、 0)

厚 さ :  9。 5(=0。 5)、 12.5(± 0.5)、 15(± 0.

面密度 : 12.35(-1。 23)kg/m2以 上

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ

5)

5)

5)

つづく
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上張 り用面材 両面ボー ド用原紙張/繊維混入せつこう板

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-9364)

幅 :  455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長 さ : 910(+3、 0)～4000(+3、 0)

厚 さ :  9.5(± 0.5)、 12。 5(± 0.5)

面密度 : 11。 88(-1。 19)kg/m2以上

端部の形状 :ス クエア、ベベル、アーパ

下張 り用面材 強化せつこうボー ド

(国 土交通大臣認定不燃材料 NM-8615)

幅 :  455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長 さ :  455(+3、 0)～4500(+3、 0)

厚 さ :  12.5(± 0。 5)、 15(± 0。 5)、 18(± 0.5)、

面密度 :9。 Okg/m2以 上

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ

せつこうボー ド

(国 土交通大臣認定不燃材料 NM-8612)

幅 :  455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長 さ : 455(+3、 0)～4500(+3、 0)

厚 さ :  12.5(± 0。 5)、 15(± 0。 5)

面密度 :9.6kg/m2以上

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ

両面ボー ド用原紙張/ガ ラス繊維混入せつこう板

(国 土交通大臣認定不燃材料 NM-9645)

幅 :  455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長 さ :  455(+3、 0)-4500(+3、 0)

厚 さ :  12。 5(± 0。 5)、 15(± 0。 5)

面密度 : 16。 25(-1。 62)kg/m2以 上

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ

両面ボー ド用原紙張/繊維混入せつこう板

(国 土交通大臣認定不燃材料 NM-9364)

幅 :  455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長 さ : 910(+3、 0)～ 4000(+3、 0)

厚 さ : 12。 5(± 0.5)

面密度 : 15。 68(± 1。 56)kg/m2

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ

21(± 0。 5)、 25(± 0。 5)

つづく
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下張 り用面材 ガラス繊維不織布入せつこう板

(国 土交通大臣認定不燃材料 NM-9354)

幅 :  455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長 さ : 455(+3、 0)～4500(+3、 0)

厚 さ :  12。 5(± 0。 5)、 15(± 0。 5)、 20(± 0.5)、

面密度 : 13.75(-1.37)kg/m2以 上

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ

両面ボー ド用原紙張/ガ ラス繊維混入せつこう板

(国 土交通大臣認定不燃材料 NM-9692)

幅 :  455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長 さ : 455(+3、 0)～4500(+3、 0)

厚 さ :  12.5(± 0。 5)、 15(± 0.5)

面密度 : 13。 38(-1.34)kg/m2以 上

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ

両面ボー ド用原紙張/せ つこう板

(国 土交通大臣認定不燃材料 NM-1908)

幅 :  455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長 さ : 455(+3、 0)～4500(+3、 0)

厚 さ :  12.5(± 0。 5)、 15(± 0.5)

面密度 : 12.5(-1。 25)kg/m2以 上

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ

両面ボー ド用原紙張/せ つこう板

(国 土交通大臣認定不燃材料 NM-3722)

幅 :  455(0、 -3)～ 1210(0、 -3)

長 さ : 455(+3、 0)～ 4500(+3、 0)

厚 さ :  12.5(± 1.25)

面密度 : 11。 0(± 1。 1)kg/m2

端部の形状 :ス クエア、ベベル、テーパ

25(± 0.5)

上部、下部 ランナ E-20～ 150× 20～ 75 X O。 4～ 0。 8

E-20～ 150× 20～ 75× 20～ 75× 0。 4～ 0。 8

L-20～ 150× 30～ 75× 0。 4～ 0。 8

防錆処理を施したもの。

縦 ランナー E-20～ 150× 32～ 75× 0。 4～ 0。 8

□ -20～ 150× 20-180× 0。 4～0.8

防錆処理を施 したもの。

間柱 E-40～ 149× 35～ 75× 0。 4～ 1。 6

□一-20～ 149× 20～ 180× 0。 4-1.6

防錆処理 を施 した もの。

中空部充てん材 な し又は下記のいずれかとする。

グラスウール 面密度 :0。 08kg/m2以 上

ロックウール 面密度 :0。 08kg/m2以上
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4。 副構成材料

表 3に 申請仕様の副構成材料を示す。

表 3 申請仕様の副構成材料          (単 位 :IIIIIl)

目項 申 請 仕 様

ランナー固定金

物

コンク リー ト釘

バ ッファー ピン

タッピンね じ

ボル ト

φ2。 0以上 ×10以 上

φ2.0以 上 ×10以 上

φ2.0以 上 ×10以 上

φ2。 0以上 ×10以 上

タッピンね じ 上張 り用面材取付け用

上張 り用面材取付け用

下張 り用面材取付け用

補強材仮留め用

敷 目板仮留め用

(間柱又は縦 ランナーに取付 ける場合 )

φ3.5以 上 ×32以上

(補強材に取付 ける場合 )

φ3。 0以上 ×20以上

φ3。 0以上 ×22以上

φ2◆ 8以上 ×10以 上

φ2。 8以上 ×10以 上

リベ ッ ト 補強材仮留め用 φ2.8以 上

ステープル 上張 り用面材取付け用

補強材仮留め用

幅4以上 ×長 さ19以上

幅4以上 ×長 さ10以上

振れ止め E-15～ 80× 5～ 30× 0。 4～ 1◆ 6

E-15～ 80× 5～ 30× 0。 4～ 1。 6

防錆処理を施 したもの。

ランナー用スペ

ーサー

せ つこうボー ド、強化せ つこ うボー ド、せ つこ う板、不燃積層せつこうボー

ド、繊維強化セ メン ト板、グラス ウール、ロックウール、グラスファイバー

フェル ト、 ロックウール フェル ト又は鋼製等

10以上 ×30以上

接着剤 酢酸 ビニル樹脂系、合成ゴム系、アクリル樹月旨系、ポ リサルファイ ド系、シ

リコーン系、ウレタン樹脂系、ポ リアミド樹月旨系、エポキシ樹月旨系、せつこ

う系、炭酸カルシウム系、セルロース系、フェノール樹月旨系、シアノアクリ

レー ト系、ポ リエーテルアクリレー ト系、レゾルシノール系、ポリビニルア

ル コール系、塩化ビニル系、ポ リオレフィン系、ポ リエステル系、エチレン

ビニルアセテー ト系又はゴム系

敷 目板 せつこうボー ド

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-8612)、

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-8619)、

(国土交通大臣認定準不燃材料 QM-9826)、

(国土交通大臣認定準不燃材料 QM-9828)、

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-0441)又 は (JttS A 6901:2009)

不燃積層せつこうボー ド

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-8613)又 は(JIS A 6901:2009)

強化せつこうボー ド

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-8615)又 は (JIS A 6901:2009)

せつこう板

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-1498)、

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-9o曜 )、 ________一 ―
つづく
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敷 目板 (国土交通大臣認定不燃材料 NM-9363)

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-9364)

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-9639)

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-9645)

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-9692)

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-1908)

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-2286)

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-1864)

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-3722)

繊維強化セメン ト板

又は (JIS 6901:2009)

グラスウール

ロックウール

グラスフアイバーフェル ト

ロックウールフェル ト

幅 : 40以上

厚 さ :1以上

密度 :10kg/m3以上

密度 :10kg/m3以上

密度 :10kg/m3以上

密度 :10kg/m3以上

補強材 鋼 板 厚 さ :0。 H～ 2.3

間柱用スペーサ 鋼製等

目地処理材 JIS A 6914又 は」IS K 5669の適合品等

四周用充てん材 無機質充てん材 :     せつこう系又は炭酸カルシウム系

ロックウールモルタル :  (国 土交通大臣認定不燃材料 NM-8601)

ロックウール :      (国 土交通大臣認定不燃材料 NM-8600)、

(国 土交通大臣認定不燃材料 NM-2615)、

(国土交通大臣認定不燃材料 NM-2780)、

(国 土交通大臣認定不燃材料 NM-3009)、

(JIS A 6301:2007) 、   (JIS A 9504:2011)

又は (JIS A 9521:2011)

シー リング材 :      アクリル樹脂系、ウレタン樹脂系、

ポ リサルファイ ド系、シリコン系、

酢酸 ビニル樹脂系、アクリル ウレタン系、

シリコーン系、ポ リイ ソブチ レン系

又は変成シリコーン系

ロックウールフェル ト

グラスファイバーフェル ト

但 し、ロックウール、ロックウールフェル ト又はグラスファイバーフェル

トについては、無機質充てん材、ロックウールモルタル又はシー リング材 と

併用すること。

緩衝材 グラスウール、ロックウール、グラスファイバーフェル ト又はロックウール

フェル ト

厚 さ :1以 上

幅 : 5以上
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上部ランナー

5.申請仕様の説明図

構造説明図を図 1に、水平断面図を図 2～図 6に、

端部詳細図を図 14～図 18にそれぞれ示す。

ランナー用スペーサー

水平端部詳細図を図 7～図 13に、上下

間柱  四周用充てん材
/′

/´
″/

四周用充てん材

四周用充てん材

下部ランナー

中空部充てん材が挿入 される場合もある。

下張 り用面材は敷 目板を介 して間柱に取付けられる場合 もある。

図 1 構造説明図
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(単位 :IIIm)

ステープル

/

タッピンねじ

タッピンねじ

下張り用面材

上張り用面材

図 2 水平断面図 (間柱を千鳥配置 とする場合 )

敷目板 下張り用面材

間柱 上張り用面材

タッピンねじ

図 3 水平断面図 (間柱を千鳥配置 とし、敷 目板を使用する場合 )

下張り用面材 振れ止め

上張り用面材

但 し、振れ止めを使用 しない場合もある。

図 4 水平断面図 (間柱を独立配置 とする場合 )

9。5,12.5,15

12.5,15,18,20,21.25

12.5,15,18,20,21,25

9。5112.5,15

100～ 150

ステープル

9。5,12.5,15

12.5,15,18,20,21:25

12.5,15,18,20,21,25

9.5,12.5,15

100～ 150

ステープル

9.5,12.5,15

12.5,15118,20,21,25

12.5,15,18,20,21,25

9.5,12.5,15

100-150
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(単位 :mm)

ステープル

/~~~

敷目板 下張り用面材 振れ止め

タッピンねじ 間柱 上張り用面材

但 し、振れ止めを使用 しない場合もある。

図 5 水平断面図 (間柱を独立配置 とし、敷 目板を使用する場合 )

但 し、振れ止めを使用 しない場合もある。

図 6 水平断面図 (間柱を共通配置 とし、敷 目板を千鳥に配置する場合 )

間柱又は縦ランナー ステープル

下張り用面材

四周用充てん材 タッピンねじ 上張り用画材

図 7 水平端部詳細図 (間柱を千鳥配置 とし、端部を共通にする場合 )

100～ 150

12.5,15,18,20,21,25

9.5,12.5,15

ステープル

タッピンねじ

9。5,12.5,15

12.5,15,18,20,21,25

12.5,15,コ 8,20,21,25

9.5,12.5,15

100-150
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間柱又は縦ランナー ステープル

下張り用画材

四周用充てん材 タッピンねじ 上張り用面材

図 8 水平端部詳細図 (間柱を千鳥配置 とし、端部を独立にする場合 )

間柱又は縦ランナー ステープル

敷目板 下張り用面材

四周用充てん材 タッピンねじ 間柱 上張り用面材

図 9 水平端部詳細図 (間柱を千鳥配置 とし、敷 目板を使用 した上で、

端部を共通にする場合 )

間柱又は縦ランナー ステープル

敷目板 下張り用面材

四周用充てん材 タッピンねじ 間柱 上張り用面材

図 10 水平端部詳細図 (間柱を千鳥配置 とし、敷 目板を使用 した上で、

端部を独立にする場合 )
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間柱又は縦ランナー ステープル

下張り用面材 振れ止め

四周用充てん材 タッピンねじ 間柱 上張り用面材

但 し、振れ止めを使用 しない場合もある。

図 11 水平端部詳細図 (間柱を独立配置 とする場合 )

間柱又は縦ランナー ステープル

敷目板 下張り用画材 振れ止め

四周用充てん材 タッピンねじ 間柱 上張り用面材

但 し、振れ止めを使用 しない場合もある。

図 12 水平端部詳細図 (間柱を独立配置 とし、敷 目板を使用する場合 )

間柱又は縦ランナー ステープル

敷目板 下張り用面材 振れ止め

四周用充てん材 タッピンねじ 間柱 上張り用画材

但 し、振れ止めを使用 しない場合もある。

図 13 水平端部詳細図 (間柱を共通配置 とし、敷 目板を千鳥に配置する場合 )
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四周用充てん材

ランナー用スペーサー 上張り用面材

下張り用面材

下張り用面材

ランナー用スペーサー 上張り用画材

四周用充てん材

図 14 上下端部詳細図 (間柱を千鳥配置 とする場合 )

図 15 上下端部詳細図 (間柱を千鳥配置 とし、敷 目板を使用する場合 )

四周用充てん材

ランナー用スペーサー 上張り用面材

下張り用面材

下張り用面材

ランナー用スペーサー 上張り用画材

四周用充てん材 下部ランナー
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四周用充てん材

ステープル /́

図 16 上下端部詳細図 (間柱 を独立配置 とす る場合 )

四周用充てん材 //

図 17 上下端部詳細図 (間柱を独立配置 とし、敷 目板を使用する場合 )

＼上部ランナー

上張り用面材

下張り用面材

タッピンねじ

タッピンねじ

下張り用面材

上張り用画材

四周用充てん材

上部ランナー

下張り用面材

、、タッピンねじ

敷目板

四周用充てん材
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四周用充てん材

上張り用面材

下張り用面材

ステープル

四周用充てん材

下張り用面材

上張り用面材

下部ランナー

図 18 上下端部詳細図 (間柱を共通配置 とし、敷 目板を千鳥に配置する場合 )
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6。 施工条件

1)上部 0下部ランナーの取付け

間仕切壁を設置する所定の位置に、墨出しを行 う。

上部 0下部ランナーは、予め現場の寸法に合わせて切断 し、鋼製下地には、直に又はランナ

ー受け金具等を介 して、タッピンね じ、溶接又はボル トにて、コンクリー ト下地等には、ラン

ナー固定金物にて、それぞれ900mm以下の間隔で取付ける。

2)間柱又は縦ランナーの取付け

予め現場の寸法に合わせて切断する。間柱を千鳥配置 とする場合は、上部 0下部ランナーと

間柱 との隙間にランナー用スペーサーを介 して、片側606mm以下の間隔で、反対側の間柱 と接

触 しないように、千鳥配置に取付ける。独立配置 とする場合は、各々の上部・下部ランナーに

606mm以 下の間隔で取付け、共通配置 とする場合は、上部 0下部ランナーに303mm以 下の間隔で

取付ける。壁端部は、間柱又は縦ランナーを上部 0下部ランナーに取付ける。

尚、必要に応 じて、間柱又は縦ランナーに、間柱用スペーサーを挿入 しても良い。

3)振れ止めの取付け (振れ止めを取付ける場合 )

振れ止めは、予め現場の寸法に合わせて切断 し、間柱又は縦ランナーの振れ止め用穴に装着

する。

4)緩衝材の取付け (緩衝材を取付ける場合 )

緩衝材は、予め現場の寸法に合わせて切断 し、テープ又は接着剤等を用いて、間柱又は縦ラ

ンナーの下張 り用面材が取付けられていない面に必要な長 さで取付ける。

尚、緩衝材を間柱又は縦ランナー と下張 り用面材又は補強材の間、間柱 と問柱の間又は

縦ランナー と縦ランナーの間等の空間に取付ける場合は、緩衝材の厚 さは、その空間の寸法

(図 19と 図 20の場合 寸法A)以下とする。

O緩衝材の取付け例

間柱 緩衝材
間柱 緩衝材

図 19 緩衝材を問柱 と下張 り用面材

の間に取付ける場合

図 20 緩衝材を問柱 と問柱の間に

取付ける場合

下張り用面材

上張り用面材

下張り用面材

上張り用面材
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5)補強材の取付け (補強材を問柱、縦ランナー、上部ランナー又は下部ランナー と敷 目板又は

下張 り用面材の間に取付ける場合 )

補強材は、予め現場の寸法に合わせて切断し、タッピンね じ、接着剤、テープ又はリベ ット

を用いて間柱、縦ランナー、上部ランナー又は下部ランナーに仮留めする。この時、補強材は

壁の片側又は両側に取付けることができる。但 し、補強材の面積は、壁の面積の50%以 下とす

る。

6)敷 目板の取付け (敷 目板を取付ける場合 )

敷 目板は、予め現場の寸法に合わせて切断 し、タッピンね じ、テープ、接着剤又はシー リン

グ材を用いて間柱又は縦ランナーに仮留めする。また、上部ランナー又は下部ランナーに敷 目

板を取付ける場合は、同様にタッピンね じ、テープ、接着剤又はシー リング材を用いて仮留め

する。

また、間柱を共通配置 とする場合は、必ず敷 目板を千鳥配置に仮留めする。

7)補強材の取付け (補強材を敷 目板 と下張 り用面材の間に取付ける場合 )

補強材は、予め現場の寸法に合わせて切断 し、敷 目板 と下張 り用面材の間にタッピンね じ、

接着剤又はテープを用いて仮留めする。この時、補強材は壁の片側又は両側に取付けることが

できる。但 し、補強材の面積は、壁の面積の50%以下とする。

8)片面の下張 り用面材の取付け

下張 り用面材は、予め現場の寸法に合わせて切断 し、縦又は横張 りにして、タッピンねじを

用いて、間隔300111n以 下で、間柱又は縦ランナーに取付ける。

9)中空部充てん材の挿入 (中 空部充てん材を挿入する場合 )

中空部充てん材は、予め現場の寸法に合わせて切断 し、壁体中空部に挿入する。

尚、必要に応 じて、下張 り用面材、間柱、縦ランナー、上部ランナー又は下部ランナー等に

取付けても良い。

10)反対側の下張 り用面材の取付け

8)の 手順で反対側の下張 り用面材を取付ける。

H)下張 り用面材の四周取合部の処理

下張 り用面材の四周取合部の処理を行 う場合は、四周取合部は隙間のないように四周用充て

ん材にて充てんする。

12)補強材の取付け (補強材を下張 り用面材 と上張 り用面材の間に取付ける場合 )

補強材は、予め現場の寸法に合わせて切断 し、下張 り用面材 と上張 り用面材の間にタッピン

ね じ、ステープル、接着剤又はテープを用いて仮留めする。この時、補強材は壁の片側又は両

側に取付けることができる。但 し、補強材の面積は、壁の面積の50%以下とする。
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13)上張 り用面材の取付け

上張 り用面材は、予め現場の寸法に合わせて切断 し、縦又は横張 りにして、下張 り用面材 と

目地部が重ならないようにして、タッピンねじで3001111n以 下の間隔にて下張 り用面材を貫通 し

て間柱又は縦ランナーに取付けるか、接着剤を付けステープルを300111111以 下の間隔で下張 り用

面材に取付ける。この時、必要に応 じて、上記取付けに追加 して、タッピンねじを間柱又は縦

ランナーに取付けても良い。

尚、壁内に補強材が取付けられている場合は、タッピンね じ、接着剤又はステープルを補強

材に取付けても良い。

14)上張 り用面材の日地部及び四周取合部の処理

(イ )下張 り用面材の四周取合部の処理を行わなかつた場合は、必ず上張 り用面材の四周取合

部は、隙間のないように四周用充てん材を充てんする。

(口 )目 地部は、突付け工法 とする。 目地部が、突付け工法 となっていない場合は、四周用充

てん材又は目地処理材で処理する。
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